研究計画書作成上の留意事項
＜総括留意事項＞

本研究計画書（以下「計画書」）は、申請課題の採択の可否等を決定するための評価に使用しますので、研究の概要・目的・方法等を記入される際には的確でわかりやすい表現を用いるようお願いします。

また、記載項目に不備があると応募が無効になる場合がありますので、ご注意ください。作成方法等について疑問が生じた場合は電話等でお問い合わせください。
＜申請に係る留意事項＞

◆新規研究で申請する場合は、新規課題用の様式（別紙様式１－１）、継続研究で申請する場合は、継続申請用の様式（別紙様式第１－２）を使用してください。

◆応募枠の記入欄は、一般枠・若手枠・特別枠・トップダウン枠の応募の場合は、該当する欄に○を記入してください。また、重点枠の場合は、該当するテーマの番号（１～５）を記入してください。なお、継続申請用の様式には、記入欄はありません。
◆環境大臣名は、計画書に記載している提出年月日現在で在職している大臣名を記載してください。

◆申請者は、研究者が当該研究機関で研究を行うことを承諾する立場にあって、かつ経理の運用・管理等を機関管理とすることに責任の持てる方としてください。例えば、学長、学部長、研究科長、理事長等が該当します。申請者の選定について疑問がある場合はお問い合わせください。

◆申請者記入欄の住所は申請者の所属する機関の住所を記入してください。

＜項目別留意事項＞

1 研究課題名は、研究の目的・成果等を簡潔に表現した名称を用いてください。継続研究の場合、昨年度の研究番号を記入して下さい。
2 研究分野は、一般枠・若手枠の場合では、下記の大分類（１～３）と小分類（イ～ニ）から、該当する分野を１つずつ選んで記入してください。重点枠・特別枠の場合は、記入の必要はありません。
　　　１　廃棄物処理に伴う有害化学物質対策研究

イ　廃棄物処理施設における有害化学物質の排出の削減に関する研究
ロ　廃棄物に含まれる有害化学物質の処理に関する研究

ハ　廃棄物に含まれる有害化学物質の分析及び評価に関する研究

ニ　廃棄物最終処分場における有害化学物質の挙動に関する研究

　　　２　廃棄物適正処理研究

イ　廃棄物の適正で安全な処理方法に関する研究

ロ　廃棄物の不法投棄の防止及び原状回復に関する研究

ハ　有害廃棄物、感染性廃棄物、その他処理困難な廃棄物の処理に関する研究

ニ　し尿及び浄化槽の高度処理・維持管理に関する研究

　　　３　循環型社会構築技術研究

イ　循環型社会構築のためのシステム、評価、費用負担のあり方並びに推進方法に関する研究
ロ　廃棄物の排出抑制及び再生利用に関する研究

ハ　廃棄物最終処分場の延命化または再生化に関する研究

ニ　浄化槽汚泥の再生利用に関する研究
トップダウン枠の場合では、下記の大分類（イ～ト）から、該当する分野を１つずつ選んで記入してください。
イ　リース・レンタルや長期使用、グリーン購入などのリデュース・リユースを進めるための消費システムの設計及びそれらの社会行動学的評価に関する研究

ロ　上記イの消費システムの変革を含めて、リデュース・リユースの実践を促進する各種経済的手法を用いた政策支援策や、その効果を予測するための社会行動学的評価に関する研究

ハ　リデュース・リユースのための消費システムと調和した環境配慮設計などの生産システムの変革とその政策支援策に関する研究

ニ　様々なスケールをもつ循環圏内の物質・エネルギー需給状況に応じた循環的利用システムの設計と政策支援策に関する研究

ホ　自治体等の主体が３Ｒを戦略的に実践していくためのベンチマーキング手法等を用いたマネジメントシステムの設計と政策支援策に関する研究

ヘ　上記のイ～ホの研究を支援する物質フロー分析やライフサイクルアセスメント、費用便益分析、環境会計など、３Ｒのための技術や社会のシステムを分析・評価するための技術及びそのための情報基盤の構築に関する研究

ト　本プロジェクトの目標に合致したその他の研究
3 当該年度の補助金所要額は、平成２０年度に予定される所要経費を記入してください。
また、間接経費は計上しないでください。

4 当該年度の研究事業予定期間は、当該年度中の予定期間を記入してください。特段の理由がない限りは、平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日とします。複数年度にわたる研究を予定している場合は、○年計画の○年目であるということを明示してください。その場合研究期間は３年を限度とします。
5 代表研究者記入欄に記入する連絡先は、当該研究期間中に連絡のとれるものを記入してください。
また、ＴＥＬ・ＦＡＸの番号は間違えのないように御確認ください。
6 経理担当者記入欄に記入された連絡先には、当該研究の経理の運用・管理等に関する問い合わせ、連絡等に対し直接対応できる方を記入してください。

7 研究者名記入欄には、代表研究者及び共同研究者を記入してください。共同研究者とは代表研究者と研究項目を分担して実施する研究者となります。研究計画の遂行に協力する研究者の方（研究協力者）は記入の必要はありません。また、共同研究者として複数の研究事業に参加することは可能ですが、エフォートの合計は１００％を超えることはできませんのでご注意ください。

⑧～⑭　研究の概要、目的、方法、必要性及び期待される成果、関連する研究状況及び特色・独創的な点等、記述事項については必ず制限文字数以内で記述してください。これらの記述内容をもって審査を行いますので、研究の概要等それぞれの項目についてわかりやすい的確な表現を用いて記述されますようお願いします。また、継続研究の場合は、過去の研究実績等を踏まえて簡潔に記述してください。それぞれの項目について記述すべき内容のポイントは以下のような点となります。

⑧研究の概要　（制限文字数　４００字以内）

研究の内容を簡単に説明する際にこの項目を用いる場合がありますので、研究全体の内容をわかりやすく記入してください。
⑨研究の目的　（制限文字数　４００字以内）

廃棄物に係る諸問題、循環型社会形成の推進等との関連性を含め、研究の目的を具体的に記入してください。
⑩研究の方法　（制限文字数　８００字以内）

上記目的を達成するための具体的な方法を記入してください。

⑪研究の必要性及び期待される成果　（制限文字数　８００字以内）

当該研究により得られる直接的な社会的成果・影響等に限らず、間接的に期待されるものについても記入してください。
⑫この研究に関連する研究状況及びこの研究の特色・独創的な点　（制限文字数　８００字以内）
達成すべき目的、解決すべき課題等について他の研究で明らかとなっている点や更なる研究を要する点、過去の経緯や現状を踏まえて、この研究の特色・独創的な点を記入してください。
⑬この研究における達成目標又は実績　（制限文字数　各４００字以内）

当該年度における達成目標を記入してください。研究が複数年度に渡る場合は、各年度における達成目標を記入してください。また、継続研究（２年目、３年目の応募）の場合は、既に研究を終了した年度についてはその実績を記入してください。
※上記⑧～⑬の各項目については、当該研究期間内に変更の必要が生じた場合、変更理由等が必要になる場合があります。

⑭研究者がこの研究に関連して現在までに行った研究状況　（制限文字数　８００字以内）
代表研究者及び共同研究者がこれまでに当該研究に関連して行った研究等の状況を、特色・独創性との関連がわかるように記入してください。
　　
⑮　研究者の研究歴等については、研究を行った研究機関、共同研究者、研究協力として指導等を受けた研究者、研究課題等について簡潔に記入してください。また、発表業績には、代表研究者及び共同研究者ごとに、学術誌等に発表した論文・著書等のうち主なものを直近年度から順番に記入してください。
⑯　各年度別経費内訳については、当該研究事業を行う上で必要となる経費を年度毎に記入してください。継続事業の場合で、既に研究を終了した年度については実績金額を記入して下さい。また、間接経費は計上しないでください。
⑰　他の研究事業等への申請状況（当該年度）には、当該年度に研究者が国、地方公共団体若しくはその他の団体へ研究費の申請を行おうとしている場合があれば記入してください。

⑱　当該年度所用経費には、当該年度に事業を行う上で必要となる経費を記入してください。各項目の説明は以下の通りとなります。また、該当がない場合は「０円」と記入してください。また、間接経費は計上しないでください。
(1)総事業費　　　　　　　　：　当該年度に必要となるすべての経費の合計を記入してください。補助金の対象範囲外の経費についても計上してください。
(2)寄付金その他の収入額　　：　寄付金その他の収入があれば記入してください。
(3)差引額　　　　　　　　　：　(1)から(2)を差し引いた額を記入してください。
(4)補助対象経費支出予定額　：　上記(1)のうち、補助の対象になる部分の経費の合計を
記入してください。
(5)補助金所要額　　　　　　：　上記(3)と(4)のうち少ない方の額を記入してください。
(6)補助対象経費
支出予定額内訳　　　　 ：　上記(4)の内訳を記入してください。
補助対象となる項目以外のものは記入しないでください。
詳細については、別紙「研究計画書　記入例」を参照して下さい。
⑲　当該する研究課題において間接経費が「必要」か「不要」かの確認をするため、２つのどちらかに○をつけてください。計画書提出後の変更はできません。
⑳　添付書類がある場合は、該当する書類の欄に記入し、必ず研究計画書に添えて提出してください。

後からの提出は原則として認めません。また、原本がＡ４サイズ以外のものがある場合は、拡大・縮小コピー等を用いてかならずＡ４サイズで統一してください。
 eq \o\ac(○,21)　政府研究開発データベースについては、それぞれ以下のように記入してください。

（１）研究者ＩＤ及びエフォート
代表研究者及び共同研究者について研究者ＩＤ（それぞれ所属機関等により付与された研究者ＩＤ（１０桁の番号、大学における研究にあっては文部科学省の科学研究費補助金制度において用いる８桁の番号の先頭に「２０」を付した番号））があれば記入してください。無い場合は空欄でかまいません。また、ＩＤが無い場合でもエフォートは必ず記入してください。ここでいうエフォートとは、各研究者が当該研究の実施に必要とする時間の、年間の全勤務時間に占める割合のことであり、当該研究の研究者間の分担を示すものではありませんので、ご注意ください。

（２）重点研究分野及び研究区分

研究主分野については別表第１「重点研究分野コード表」から当該研究の主要な部分の属する重点研究分野及び研究区分をそれぞれ１つ選択して記入してください。研究副分野については、同別表より研究に関連する分野を３つまで選択して記入してください。

（３）研究キーワード
当該研究の内容に関連の深いキーワードを別表第２「研究キーワード候補リスト」から５つまで選択して、コード番号・研究キーワードを記入してください。該当するキーワードがない場合には、独自の研究キーワードを研究キーワード欄に３０字以内で記入してください。

（４）研究開発の性格
該当するもの１つに○をつけてください。

＜その他留意事項＞

◆手書きで提出する場合は、楷書体でわかりやすく記入してください。
◆計画書は、日本工業規格Ａ４版の大きさで統一してください。各項目の記入量に応じて、適宜、欄を拡張し記入することは差し支えありません。
◆提出書類は白黒で印刷してください（カラー不可）。電子メールで提出する場合も、同様です。
◆その他疑問点等が生じた場合は、応募前に必ずお問い合わせください。
